
議  会  日  誌
※主なものを載せています

町木「ツバキ」町木「ツバキ」町花「はまゆう」町花「はまゆう」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
、

世
界
中
で
遂
に
１
千
万
人
を
超
え
、
死

者
も
50
万
人
余
と
な
り
、
地
球
規
模
で

の
大
災
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の

自
由
な
移
動
を
前
提
と
す
る
世
界
経
済

を
も
マ
ヒ
状
態
に
陥
れ
、
世
界
大
恐
慌

を
引
き
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

日
本
の
感
染
拡
大
は
一
応
収
束
し
た

が
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
４

月
以
降
、
外
出
自
粛
や
休
業
要
請
に
よ

り
全
国
各
地
で
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
さ
れ
、
観
光
地
は
い
ず
こ
も
閑
散

と
し
、
全
産
業
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
る
。
今
後
、
全
国
で
大
規
模

な
景
気
対
策
が
実
施
さ
れ
人
の
往
来
も

一
気
に
加
速
す
る
た
め
、
第
２
波
の
感

染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

先
月
、
天
草
保
健
所
管
内
で
初
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し

大
変
な
騒
ぎ
と
な
っ
た
が
、
感
染
者
も

軽
症
で
濃
厚
接
触
者
へ
の
感
染
拡
大
が

な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
私

達
も
、
気
を
引
き
締
め
直
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
に
罹
ら
な
い
防
護
対
策
を
し
っ
か

り
行
い
、
安
全
安
心
な
苓
北
町
を
永
続

さ
せ
ま
し
ょ
う
。議

会
広
報
特
別
委
員
会

５月
１４日

29日

令和２年第５回議会定例会
全員協議会
議会広報特別委員会

６月
９日～１１日

１０日
１９日・25日

令和２年第４回議会臨時会・
全員協議会
議会運営委員会

７月
２日・７日 議会広報特別委員会

５月臨時会の傍聴者は、14人
６月定例会の傍聴者は、48人
　　　　　　　　　　　でした。

９月です。
次の定例会は

会議録は『苓北町役場ホームページ』
https://reihoku-kumamoto.jp/
　　　　　　　　　gikai-gijiroku/
で閲覧できます。

上記の順で開いて行くと一般質問の
様子が録音放送にて聞けます。

“定例議会の一般質問が
インターネットで聞けます”

苓
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

各
課
か
ら
の
案
内

議
会
事
務
局

議
会
一
般
質
問
・
音
声

➡ ➡ ➡

編
集
後
記

コロナウイルス感染対策

令
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２
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町
議
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臨
時
会

令
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２
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５
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令
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２
年
５
月
14日

※
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
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苓北町議会だより「きずな」第114号
臨時会

１．調査事件名
　　①苓北町議会における議員定数に関する事項
　　②苓北町議会における議員報酬に関する事項
   
２．調査の経過
　　①調査期日及び場所
　　　令和元年　６月１３日（木）   １１：１５～　議場
　　　令和元年　９月１３日（金）   １６：１５～　議場     
　　　令和元年　１２月１７日（火）　９：３０～　委員会室
　　※令和元年１１月１２日～令和元年１１月２８日
　　　　現職議員による議員定数と議員報酬の議員意向調査を実施 
     
３．中間報告概要
　本特別委員会は、第１８期苓北町議会（次期改選：令和５年１月の予定）における議員定数及び
議員報酬に関する事項について、調査研究を行うことを目的に、議長を除く議員１１人で構成する
こととし、平成３１年３月１５日に設置が本会議で決議されました。
  これまで、議員定数及び議員報酬について、協議検討を行い、適宜議会だより「きずな」にてその
概要をお知らせしてきましたが、今回、次のとおり中間報告としてまとめました。
　なお、結論の時期として、本特別委員会として設定した「令和３年３月」を期限に、最終的な
議員定数案、議員報酬案を決定していきたい旨付記します。
（１）議員定数の推移
　地方自治体の議会の議員定数については、長らく地方自治法第９１条（市町村議会議員定数）で人
口に応じた上限が規定され、その上限の範囲内で条例により定めることとされていましたが、平
成２３年の地方自治法の一部改正により議員定数の法定上限の撤廃が行われました。従来、議員定
数のあり方は、法定上限数をひとつの根拠として議論されており、定数を削減する理由は、行財
政改革の視点等から議員削減が行われてきました。
（２）議員の役割
　地方議会は、地方自治体の意思決定における責任や執行部に対する監視機能といった点におい
て、その責任の重さや機能がますます大きくなっています。地方議会の果たすべき機能とは、町
民代表機能、情報開示・審議機能、意思決定機能、執行部に対する監視機能であります。
　苓北町議会としては、議会だより「きずな」の発行、常任委員会・特別委員会による執行部に対
する政策提言、町ホームページへの一般質問音声配信・会議録の登載、全員協議会の開催など
様々な議会活性化に取り組み、議会機能の充実を継続的に図っています。
（３）議員報酬
　本特別委員会は、議員一般選挙が無投票だった現実に触れ、議員定数と議員報酬は極めて関係
性が密接なことから、比較により研究を深めてまいりました。引き続き調査及び研究を行うこと
とします。
（４）中間報告
　活発な意見が出される中で、現職議員による議員定数と議員報酬の意向調査も行いました。以
上のような経過から、引き続き、本特別委員会として調査研究をしていくこととなります。

こんなことが決まりました！！
令和２年　第４回議会臨時会

開催日：５月１４日

■令和元年度 各会計補正予算

承認第１号
承認第５号
承認第６号
承認第７号
承認第８号
承認第９号

承認第10号

議案等 事　件　名 補正額 備　　　考補正前の額 補正後の額
一般会計補正予算（第７号）
一般会計補正予算（第８号）
国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
介護保険特別会計補正予算（第５号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
下水道特別会計補正予算（第４号）

特定地域生活排水処理事業特別会計補正
予算（第３号）

4,909,857
4,912,393
1,124,337
1,026,026
116,127
401,880

48,340

2,536
△37,652
△31,909
△10,550
△1,788
△7,459

△400

4,912,393
4,874,741
1,092,428
1,015,476
114,339
394,421

47,940

児童福祉総務費の増
補助金等確定による減
医療費等の確定による減
給付費等の確定による減
広域連合負担金の減
下水処理場等管理費の減

生活排水処理事業費の減

（単位：千円）

【結果の表示について】　◎全会一致で可決

結果
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

■令和２年度 各会計補正予算

承認第11号
議案第38号
議案第39号

議案等 事　件　名 補正額 備　　　考補正前の額 補正後の額
一般会計補正予算（第１号）
一般会計補正予算（第２号）
国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

4,755,000
5,467,364
1,039,346

712,364
33,347
1,000

5,467,364
5,500,711
1,040,346

特別定額給付金の増他
新型コロナウイルス対策費の増
保険給付費の増

（単位：千円）

【結果の表示について】　◎全会一致で可決

【結果の表示について】（承認第３号についての賛否表は下欄に掲載）
◎全会一致で可決　　○賛成多数で可決

結果
◎
◎
◎

■条例改正及び報告

承認第２号

承認第３号

承認第４号

議案第37号

報告第１号

議案等 事　　　件　　　名 結果

◎

〇

◎

◎

－

苓北町税条例等の一部を改正する条例について

苓北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

苓北町介護保険条例の一部を改正する条例について

苓北町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

議員定数等調査特別委員会調査中間報告について（委員長報告）

（　○　賛成　・　●　反対　　議長（錦戸）は採決に加わらない）賛否表

承認第３号

議案等 事　件　名 表採決
賛成：反対

苓北町国民健康保険税条例の一部を改正する
条例について 可決 10 １

結果 山口 野田 廣田 髙戸 松本 石田 浜口 野﨑 山本 倉田 田嶋 錦戸

〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―：

議員定数等調査特別委員会調査中間報告書
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苓北町議会だより「きずな」第114号
定例会

　

町
民
の
生
命
財
産
を
守
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
貴
重
な
存
在
の
消
防
団
員
の

定
数
は
、
苓
北
町
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
地
域
の
実
状
を
踏
ま
え
削
減
す
べ

き
で
は
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
委
員
会
と
議
会
は
議
会
が

町
で
最
上
級
の
機
関
で
あ
る
事
を
あ
え

て
申
し
上
げ
て
お
く
。

　

苓
北
町
消
防
団
員
の
定
数
を
３
３
０

人
か
ら
30
人
削
減
し
、
３
０
０
人
と
し

た
と
し
て
も
、
消
防
団
と
し
て
の
機
能

（
現
団
員
数
２
７
８
人
）
は
維
持
で
き

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
各
種
災
害
に
つ

い
て
は
、
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
と

の
連
携
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
対

応
で
き
る
と
考
え
る
の
で
賛
成
す
る
。

　

今
回
の
条
例
改
正
の
提
案
理
由
は
、

「
人
口
減
少
等
に
伴
い
消
防
団
員
も
減

少
し
て
い
る
た
め
」
と
の
理
由
だ
が
、

消
防
団
は
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
っ

て
い
た
だ
く
た
め
一
人
で
も
多
く
在
籍

を
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

定
数
を
現
在
の
３
３
０
人
か
ら
３
０

０
人
に
減
ら
し
て
も
、
消
防
費
等
の
町

の
予
算
は
現
在
と
さ
ほ
ど
変
ら
な
い
。

ま
た
、
今
後
は
、
女
性
隊
員
の
募
集
も

お
こ
な
っ
て
行
く
と
の
答
弁
も
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
そ
う
い
っ
た
団
員
を
増
や
す

努
力
を
行
っ
た
後
に
定
数
減
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、本
条
例
改
正
に
は
反
対
す
る
。

　

平
成
７
年
１
月
、
定
数
３
１
０
人
を

３
３
０
人
に
増
員
改
正
、
こ
の
時
点
で

13
人
定
数
割
れ
。
そ
の
後
、
一
度
定
数

に
な
っ
た
が
、
21
年
間
定
数
割
れ
が
続

き
、
現
団
員
は
２
７
８
人
、
改
正
当
時

よ
り
人
口
は
２
５
４
５
人
減
少
。

　

県
内
で
も
、
こ
こ
10
年
で
団
員
の
１

割
近
く
減
少
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
団
員
確
保
に
努
力
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
こ
の
定
数
案
は
消
防
委
員

会
で
も
協
議
さ
れ
、
特
に
消
防
活
動
に

支
障
が
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
現
状
を

鑑
み
れ
ば
改
正
は
止
む
得
な
い
。

　

職
種
が
多
様
で
あ
り
又
、
職
場
も
町

外
勤
務
の
人
も
あ
る
。
夜
勤
、
日
勤
も

あ
る
中
に
、
町
外
に
勤
務
の
方
が
団
員

に
入
っ
て
な
い
と
言
う
事
で
す
が
、
団

員
に
入
っ
て
頂
き
、
災
害
は
昼
ば
か
り

で
は
な
い
の
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

社
会
教
育
団
体
脆
弱
の
中
、
消
防
団

の
組
織
が
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
職
場
が
町

外
で
も
団
員
に
残
っ
て
、
出
動
可
能
な

時
、
出
て
頂
く
体
制
造
り
を
行
え
ば
３

３
０
人
の
枠
は
ま
だ
残
す
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
理
由
で
こ
の
案
に
は
反
対
す
る
。

令和２年　第５回議会定例会
開催日：6月9日～6月11日

■令和２年５月実施の随時監査における結果報告
　苓北町における町税等の徴収方法が令和２年度から、原則個人指定口座振替となったこ
とにより、その項目についての納付状況等について、監査委員による、聞き取り調査が実
施され、議会あて、下記のとおりその報告が行われた。

監査意見
　口座振替納付の一層の奨励と滞納ゼロを目指し、今後も努力していただきたい。 

■地方自治法施行令の規定に基づく調製報告
　◎令和元年度苓北町繰越明許費繰越計算書（苓北町一般会計）が次のとおり調製され報

告を受ける。
　　公共土木施設災害復旧事業他　１１件　　合 計 金 額　２５１，７３０，０００円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 翌年度繰越額　２４９，４１０，０００円
　◎令和元年度苓北町繰越明許費繰越計算書（苓北町下水道特別会計）が次のとおり調製

され報告を受ける。
　　富岡浄化センター更新事業　　１件　　合 計 金 額　１８，０００，０００円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 翌年度繰越額　１８，０００，０００円
　＊（「繰越明許費」とは年度内に支出が終わらない見込みがある事業について、翌年度に繰り越
　　して事業を行うこと）

　◎令和元年度苓北町事故繰越し繰越計算書（苓北町一般会計）が次のとおり調製され報
告を受ける。

　　林道施設災害復旧事業　　　　１件　　支出負担行為額　１９７，９４５，８３１円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌年度繰越額　２３，６５９，５９２円
　＊（「事故繰越し」とは、前年度から繰越明許費で執行予定の事業が、災害等事故により完成し
　　ない場合、更に次の年度に繰り越して事業を行うこと）

■条例改正

議案第40号
議案第41号
議案第42号
議案第43号
議案第44号
議案第45号

議案等 事　　　件　　　名 結果
◎
◎
◎
◎
◎
×

苓北町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について
苓北町税条例の一部を改正する条例について
苓北町手数料条例の一部を改正する条例について
苓北町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について
苓北町企業誘致条例の一部を改正する条例について
苓北町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について

（　○　賛成　・　●　反対　　議長（錦戸）は採決に加わらない）賛否表

議案第45号

議案等 事　件　名 表採決
賛成：反対

苓北町消防団員の定員、任免、給与、服務等に
関する条例の一部を改正する条例について 否決 ５ ６

結果 山口 野田 廣田 髙戸 松本 石田 浜口 野﨑 山本 倉田 田嶋 錦戸

〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 ―：

■陳情等文書の取り扱い

「労働者協同組合法」の速やかな制
定を求める意見書に関する陳情書 議員配布

熊本市南区城南町隈庄９２１－５
特定非営利活動法人ワーカーズコープ
　熊本支部長　小林啓示

Ｒ２．２．28
陳情第13号

件　　　名受理年月日
番　　　号 提 出 者 取扱方法

【結果の表示について】（議案第45号についての賛否表は下欄に掲載）
◎全会一致で可決　　×賛成少数で否決

軽自動車税
年　度 調定額 減免額 収入済額 収入未済額 収納率

本年度

前年度

27,463,700

27,692,200

446,000

411,300

25,268,900

26,111,400

１，７４８，８００

1,169,500

93．52

95．71

（収納期限後５日現在）単位：円・％

水道使用料（４月分）
年　度 調定額 減免額 収入済額 収入未済額 収納率

本年度

前年度

12,939,540

13,065,700

0

0

12,729,660

13,022,060

209,880

43,640

98．38

99．67

（各年５月１５日現在）単位：円・％

下水道使用料（４月分）
年　度 調定額 減免額 収入済額 収入未済額 収納率

本年度

前年度

10,381,400

10,453,720

0

0

10,230,400

10,430,000

151,000

23,720

98．55

99．77

（各年５月１５日現在）単位：円・％

消
防
団
員
の
定
員
等
条
例
の

改
正（
第
45
号
）に
伴
う
討
論

浜
口
議
員
・
原
案
に
反
対

野
﨑
議
員
・
原
案
に
反
対

松
本
議
員
・
原
案
に
反
対

廣
田
議
員
・
原
案
に
賛
成

倉
田
議
員
・
原
案
に
賛
成



7 6

苓北町議会だより「きずな」第114号
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一
般
質
問

一
般
質
問

 

（
10
議
員
登
壇
）

 

（
10
議
員
登
壇
）

　
　
　

教
育
機
関
に
お
け
る
、
地
域
間

格
差
、
差
別
に
対
す
る
考
え
方

　

格
差
、
差
別
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。

　

中
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
生
徒
達
は

通
学
バ
ス
に
よ
り
通
学
し
て
い
る
。
通

学
方
法
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
格
差
が

生
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
？

　

ま
た
各
公
民
館
で
、
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
各
館
そ
の
活
動
や
、
方
法
、

内
容
、事
業
量
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

公
民
館
活
動
、
社
会
教
育
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
等
に
格
差
が
な
い
よ
う
に
で
き
な

い
か
？

（
理
解
が
得
ら
れ
る
明
確
な
回
答
な
し
）

　
　
　

国
道
３
８
９
号
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

　

下
田
か
ら
、
年
柄
ま
で
の
通
行
止
め

は
常
習
化
し
、
特
に
、
豪
雨
の
場
合
、

国
道
、
県
道
、
町
道
、
林
道
が
決
壊
、

崩
壊
し
都
呂
々
地
区
は
孤
立
す
る
。

　

こ
の
様
な
状
況
下
中
で
、
国
道
３
８

９
号
線
の
安
全
対
策
、
迂
回
路
の
整
備

等
計
画
、
孤
立
し
た
場
合
の
対
策
は
？

　
　
　

狸
川
内
線
改
良
工
事
を
本
年
度

実
施
す
る
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

応
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
こ
れ
ま
で
３
密
を
掲

げ
、
マ
ス
ク
着
用
、
外
出
自
粛
、
手
洗

い
等
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

本
町
で
も
諸
々
の
対
策
が
行
わ
れ
、

感
染
者
が
出
な
か
っ
た
事
は
、
町
民
皆

様
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
対
応
、
行
動
の
反
省
点
、
ま

た
こ
の
後
、
２
波
、
３
波
も
警
戒
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
？

　
　
　

本
町
諸
々
の
対
策
が
取
ら
れ
た

が
、
そ
の
政
策
に
均
一
性
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
。（
特
に
危
険
度
が
高
か
っ
た

温
泉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
）
何
故
か

（
理
解
が
得
ら
れ
る
明
確
な
回
答
な
し
）

　
　
　

国
道
３
８
９
号
隣
接
、
旧
炭
坑

ぼ
た
捨
て
跡
地
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

　

こ
こ
は
九
州
電
力
の
入
り
口
で
あ

り
、国
道
脇
に
駐
車
場
が
な
い
た
め
に
、

大
型
車
や
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
は
町
道
入

り
口
の
歩
道
等
に
、駐
車
し
て
い
る
が
、

現
在
虎
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
、
入
れ
な
い

状
況
で
あ
る
。
経
緯
及
び
、
利
用
が
出

来
な
い
理
由
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　

町
管
理
関
係
施
設
の
危
険
箇
所

の
対
応
に
つ
い
て

　

町
管
理
関
係
施
設
の
危
険
箇
所
は
危

険
箇
所
の
表
示
、
バ
リ
ケ
ー
ド
等
の
設

置
が
必
要
で
あ
る
。
事
故
防
止
策
の
対

応
や
把
握
は
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
各
地
で
地

震
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
梅
雨

期
と
な
り
、
自
然
災
害
も
視
野
に
、
災

害
避
難
に
つ
い
て
も
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
指
定
避
難
所
は
、
３
つ
の
密

と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
出
来
る
な
ら
、

親
戚
な
ど
の
家
へ
の
避
難
を
優
先
、
そ

れ
で
も
必
要
な
場
合
、
避
難
所
に
空
調

設
備
、
間
仕
切
り
な
ど
を
配
備
し
て
お

く
、
ま
た
、
体
調
の
悪
く
な
っ
た
方
の

た
め
、
別
の
指
定
避
難
所
を
準
備
し
て

お
く
な
ど
の
対
応
も
必
要
で
は
な
い

か
。
益
城
町
で
は
、
感
染
防
護
を
確
認

す
る
避
難
所
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。
苓

北
町
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
訓
練

機
会
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

間
仕
切
り
等
配
備
後
、
感
染
症

予
防
対
策
を
踏
ま
え
た
、
実
務
的
な
避

難
所
訓
練
を
行
う
よ
う
検
討
し
て
い

る
。

　
　
　

私
は
、
坂
瀬
川
和
田
地
区
に
住

ん
で
い
る
。
指
定
避
難
所
と
し
て
、
坂

瀬
川
集
会
所
・
坂
瀬
川
公
民
館
・
坂
瀬

川
小
学
校
体
育
館
・
坂
瀬
川
体
育
館
が

指
定
し
て
あ
る
。
早
め
の
避
難
を
と
認

識
は
し
て
い
る
が
、
台
風
時
に
は
瞬
時

に
状
況
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
時
、
あ
の
松
原
川
を
ま
た
ぐ
移

動
に
は
「
難
」
が
あ
る
と
思
う
。
自
主

防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
地
区
に

お
い
て
、
地
区
公
民
館
（
私
の
地
区
で

は
和
田
公
民
館
）
を
利
用
、
町
職
員
と

連
携
し
、
そ
の
緊
急
的
避
難
場
所
と
し

て
運
営
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
。

　

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

今
後
、
各
区
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
各
区
に
お
い
て
避
難
所
を

開
設
、
運
営
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

体
制
を
準
備
し
て
参
る
。           

※
災
害
時
優
先
電
話　

災
害
の
救
援
、

復
旧
や
公
共
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め

輻
湊
時
の
優
先
取
り
扱
い
発
信
を
提
供

　

役
場
・
各
小
中
学
校
・
浄
水
場
等

19
箇
所
・
21
回
線

※
特
設
公
衆
電
話　

災
害
救
助
法
の
発

動
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
事
態
の
発
生

で
使
用
開
始
す
る

災
害
時
等
の
避
難
所
９
箇
所

※
公
衆
電
話　

停
電
や
通
信
制
限
も
問

題
な
し　

苓
北
医
師
会
病
院
前
・
総
合

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
・
苓
北
郵
便
局
前
・

物
産
館
施
設
敷
地
内
の
４
箇
所

　

各
小
中
学
校
で
、
訓
練
時
に
公
衆
電

話
の
設
置
箇
所
、
使
用
方
法
に
つ
い
て

指
導
し
て
参
る
。

国
道
３
８
９
号
の
安
全
対
策
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
策
に
お
け
る
温
泉
セ
ン
タ
ー

運
営
方
法
に
つ
い
て
質
問
し
た

松本良人
議員

廣田幸英
議員

問
①

問
②

課
長

問
③

再
質

問
④

問
⑤

災
害
対
応
に
つ
い
て

問問 町
長

町
長

２総務費
３民生費
４衛生費
５農林水産費
６商工費
７土木費
８消防費
９教育費
10災害復旧費
補正されなかった款項に係る額

636,652
2,114,628
475,116
275,968
131,606
192,271
196,976
411,653
216,638
849,203
5,500,711

1,100
6,347
84

16,039
25,331

30
3,945
 △883
299

52,292

637,752
2,120,975
475,200
292,007
156,937
192,301
200,921
410,770
216,937
849,203
5,553,003

款
コミュニティ助成事業補助
放課後児童健全育成事業委託金 他
生活環境整備対策委員報酬 他
工事請負費 他
地域振興券事業交付金 他
人件費
避難所備品購入費
県民体育祭出場補助金減 他
査定設計委託料

備　考

歳　出　合　計

補正前の額 補正後の額補正額

■議案第46号　令和２年度一般会計補正予算（第３号） （単位：千円）

■同意第２号　苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任に　 同意
氏　名　　坂　元　俊　司 氏
住　所　　苓北町志岐
任　期　　令和２年７月３日～令和５年７月２日
※固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服を審査決定するために町に設置される機関
　で、委員の定数は３人で、任期は３年。

■同意第３号　苓北町固定資産評価員の選任に　 同意
氏　名　　吉　本　英　明 氏
住　所　　苓北町上津深江
※固定資産を適正に評価し、町長が行う価格の決定を補助する職員。

１．天草広域連合中央消防署苓北分署建設計画（案）について
　　苓北分署は、昭和56年３月竣工し令和２年で築40年を経過している。
　　庁舎建設は、天草広域連合第３次広域計画及び第３次行政改革大綱（平成２８年～令和７年）計画に基

づくものである。今後随時検討が行われる。

２．苓北町議会における苓北町社会福祉協議会
理事の推薦について

　　・錦戸俊春議員を推薦することと決定した。
３．その他
　　・地域おこし協力隊員の紹介　関根　潤 さん
　　　（福島県出身）
　　・令和２年７月１２日実施の苓北さわやかクリー

ン作戦の時従来行ってきた粗大ごみの一斉回収
は行わないこととし、今後、一般廃棄物処理対
策委員会及び生活環境整備対策委員会の審議を
経て方針を計画する。

全員協議会

苓北分署新庁舎建築工事スケジュール（案）

天草広域連合中央消防署苓北分署配置図（案）

城下草場線

新庁舎（案）

苓北分署現庁舎

上
鳥
越
線

令和２年６月１０日

苓北町

設計予算計上 造成、建設設計期間

令和２年
上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

令和３年 令和４年 令和５年

天草広域連合 建設・解体工事

造成工事

【結果】全会一致で可決

せき ね　　 じゅん



9 8

苓北町議会だより「きずな」第114号
一般質問

　
　
　

４
月
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、

本
町
の
小
中
学
校
も
休
校
の
措
置
が
取

ら
れ
た
。

　

学
校
教
育
の
目
的
は
人
格
の
完
成
で

あ
り
、
運
動
会
や
修
学
旅
行
等
の
学
校

行
事
も
思
い
出
に
残
る
人
格
の
形
成
に

必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。
学
校
行
事
も

含
め
て
の
今
年
度
の
予
定
を
聞
く
。

　

長
期
の
休
校
期
間
の
発
生
に
よ
り
、

東
京
都
や
大
阪
府
な
ど
で
９
月
入
学
へ

の
変
更
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
文
科
省

で
も
議
論
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
の
実
施

は
難
し
い
と
さ
れ
、
首
相
談
話
で
も
、

来
年
度
か
ら
の
実
施
は
難
し
い
と
発
表

さ
れ
た
。
熊
本
県
教
育
委
員
会
と
教
育

長
の
意
見
を
伺
う
。

　
　
　

今
後
の
学
校
運
営
に
つ
い
て
だ

が
、
小
中
学
校
の
授
業
日
数
及
び
標
準

時
数
は
、
学
習
指
導
要
領
総
則
に
お
い

て
、
各
教
科
、
及
び
学
年
で
決
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
一
学
期

の
終
業
式
を
７
月
31
日
と
し
、
二
学
期

の
始
業
式
８
月
24
日
と
す
る
。
加
え
て
、

８
月
２
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
の
小
学

6
年
生
と
中
学
３
年
生
を
対
象
と
と
し

た
補
充
学
習
登
校
で
５
日
間
を
設
定
し
、

休
校
期
間
の
日
数
を
補
っ
て
い
く
。
ま

た
、
登
校
日
や
家
庭
学
習
の
指
導
等
の

確
保
に
努
め
、
子
供
た
ち
の
学
び
を
保

障
し
て
い
く
。

　

次
に
、
小
中
学
校
の
行
事
予
定
に
つ

い
て
。
修
学
旅
行
は
、
９
月
か
ら
12
月

に
か
け
て
、
小
学
校
は
長
崎
、
中
学
校

は
関
西
方
面
に
向
け
て
実
施
予
定
だ
。

体
育
大
会
は
、
都
呂
々
小
学
校
は
、
９

月
27
日
に
町
民
体
育
祭
都
呂
々
大
会
と

合
同
で
実
施
予
定
で
、
坂
瀬
川
小
学
校

と
志
岐
小
学
校
は
、
10
月
以
降
に
授
業

参
観
と
し
て
平
日
に
開
催
、
富
岡
小
学

校
は
実
施
予
定
だ
が
、
期
日
、
方
法
等

に
つ
い
て
は
未
定
。
苓
北
中
学
校
は
、

９
月
20
日
の
午
前
中
に
実
施
予
定
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。

　

９
月
入
学
に
つ
い
て
だ
が
、
私
個
人

の
考
え
は
、
９
月
入
学
と
な
る
と
、
来

年
度
の
児
童
数
が
約
１
・
５
倍
に
な
る
。

６
歳
か
ら
７
歳
５
ヵ
月
と
な
り
、
集
団

構
成
や
知
的
な
発
育
が
、
残
暑
の
入
学

で
、
か
な
り
の
無
理
を
感
じ
る
児
童
が

生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。
熊
本
県
教
育
委
員
会
で
は
、「
協

議
は
し
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
だ
。

【
お
詫
び
】

　

前
回
の
議
会
だ
よ
り
の
こ
の
欄
で

「
苓
北
町
の
旅
館
組
合
で
は
ホ
テ
ル
の

新
規
加
入
に
は
反
対
と
の
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
」
と
記
述
し
ま
し
た
。

　

こ
の
安
易
な
噂
話
の
記
述
が
苓
北
町

旅
館
組
合
の
公
式
見
解
と
も
受
け
止
め

ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
こ
こ
に
お
詫
び
し
ま
す
。

　
　
　

４
月
か
ら
納
税
等
が
「
口
座
振

替
」
と
「
納
付
書
に
よ
る
現
金
」
納
付

と
な
っ
た
。
全
て
の
税
徴
収
は
６
月
か

ら
だ
が
納
付
状
況
は
。

　
　
　

令
和
元
年
度
、
納
税
義
務
者
数

５
９
７
６
人
の
う
ち
令
和
２
年
３
月
末

時
点
で
「
口
座
振
替
」
申
し
込
み
は
４

９
７
５
人
。
４
月
の
軽
自
動
車
税
の
収

納
率
は
97
・
28
％
で
、
前
年
５
月
末
時

点
と
比
べ
、
０
・
25
％
減
少
。
水
道
・

下
水
道
等
使
用
料
を
合
わ
せ
99
・
42
％

で
、
０
・
37
％
減
少
。

　
　
　

行
政
区
補
助
金
は
、
今
年
度
町

税
の
１
・
３
％
の
約
２
０
６
７
万
円
で

令
和
６
年
度
は
町
税
の
１
％
を
予
定
。

　

今
後
、
新
た
な
課
税
客
体
が
生
じ
な

い
と
税
収
減
で
、
１
％
の
総
額
も
減
ず

る
が
、
現
在
、
区
費
徴
収
は
何
区
か
。

　

今
後
、
配
分
額
は
高
齢
化
率
、
公
民

館
設
置
の
有
無
、
地
域
環
境
等
を
考
慮

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
は
。

　
　
　

区
費
徴
収
行
政
区
は
51
区
中
38

区
で
、
徴
収
の
な
い
行
政
区
は
13
区
。

　

ま
た
、
補
助
金
は
令
和
５
年
度
に
再

度
見
直
し
、
高
齢
化
率
な
ど
地
区
状
況

を
考
慮
し
配
分
率
を
見
直
し
た
い
。

　
　
　
「
持
続
化
給
付
金
」「
事
業
継
続

支
援
金
」
に
、農
業
・
水
産
振
興
費
（
町

上
積
分
）
１
８
８
万
円
（
利
子
・
保
証

料
補
助
金
47
万
円
と
事
務
費
１
万
円
含

む
）
を
法
人
４
件
・
個
人
６
件
あ
る
。

所
得
減
で
こ
れ
に
該
当
し
な
い
方
へ
の

支
援
策
は
。

　

ま
た
、
商
工
費
（
町
上
積
分
）
１
５

０
０
万
円
を
法
人
50
件
・
個
人
50
件
の

利
用
状
況
、
及
び
町
内
一
世
帯
１
万
円

の
商
品
券
配
布
、
及
び
ホ
テ
ル
・
旅
館
・

民
宿
の
宿
泊
者
に
一
人
３
千
円
程
の
支

援
策
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

事
業
収
入
で
「
前
年
同
月
比
」

の
考
え
方
等
を
、
農
協
・
漁
協
を
通
じ

制
度
の
周
知
に
努
め
た
。
そ
の
甲
斐
あ

り
今
回
農
業
個
人
50
件
、
漁
業
個
人
10

件
分
の
増
額
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
で
使
え
る
一
人
３
千
円

の
振
興
券
配
布
と
、
町
内
旅
館
･
ホ
テ

ル
等
の
宿
泊
費
に
応
じ
、
２
千
円
ま
た

は
１
千
円
の
助
成
を
行
い
た
い
。

　
　
　

６
月
１
日
、
小
中
学
校
が
再
開

す
る
。
学
習
の
遅
れ
と
児
童
生
徒
・
教

職
員
の
夏
季
授
業
等
の
健
康
管
理
は
。

　

併
せ
て
、「
９
月
入
学
」
は
国
民
的

課
題
で
あ
り
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
考

え
る
。
町
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

　
　
　

臨
時
休
校
で
減
じ
た
授
業
日
数

は
24
日
で
、
対
応
と
し
て
登
校
日
、
夏

季
休
業
の
短
縮
、
小
６
年
生
と
中
３
年

生
の
自
主
登
校
学
習
日
等
を
設
定
。
ま

た
、夏
季
マ
ス
ク
等
も
用
意
し
て
い
る
。

「
９
月
入
学
」
に
つ
い
て
町
教
育
委
員

会
で
協
議
し
て
い
な
い
が
、
教
育
長
と

し
て
は
４
月
入
学
が
適
当
と
考
え
る
。

一
　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

（
一
）
苓
北
町
地
域
防
災
計
画
の
検
証

１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　

感
染
防
止
の
取
り
組
み
と
経
過

　
　
　

地
球
規
模
で
、
人
類
に
恐
怖
を

与
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
し
て
家
計
を
助
け
る
支
援
策
の
本

町
で
の
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
総

額
、
交
付
率
の
状
況
は
。
支
給
方
法
の

郵
便
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
手
続
き
に
不
具

合
は
無
か
っ
た
か
。
そ
の
比
率
は
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状
況
は
。

カ
ー
ド
の
普
及
は
行
政
の
効
率
化
を
目

的
と
し
た
国
の
制
度
。
必
要
性
、
普
及

し
な
い
課
題
を
早
急
に
つ
か
む
べ
き
。

２　

大
型
感
染
症
等

　
　
　
　
　

発
生
の
想
定
と
対
応

　
　
　

町
地
域
防
災
計
画
は
、
苓
北
町

に
掛
か
る
災
害
予
防
等
を
総
合
的
計
画

的
に
実
施
し
、
社
会
秩
序
の
維
持
と
公

共
の
福
祉
に
資
す
る
事
が
目
的
。

　

し
か
し
、
こ
の
計
画
は
令
和
元
年
６

月
の
も
の
。
令
和
２
年
に
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
災
害
と
し

て
捉
え
十
分
検
証
し
こ
の
事
も
含
ん
だ

計
画
の
見
直
し
を
す
べ
き
。

　

本
町
に
は
苓
北
町
災
害
弱
者
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
事
業
と
い
う
施
策
が
あ
る

が
、
こ
れ
の
対
象
者
と
実
施
現
況
は
。

３　

水
害
予
防
の
具
体
的
取
り
組
み

　
　
　

通
称
城
下
城
山
団
地
に
は
複
数

の
所
帯
が
生
活
さ
れ
て
い
る
。
住
家
の

側
に
水
路
が
あ
り
普
段
は
中
々
見
つ
け

に
く
い
が
一
度
雨
が
降
れ
ば
、
こ
の
小

さ
な
水
路
が
邪
悪
な
川
に
変
貌
。
被
害

が
起
こ
る
前
に
国
、
県
等
関
係
機
関
等

の
協
力
を
得
て
早
急
に
こ
の
状
況
を
改

善
し
、流
域
住
民
の
安
寧
を
図
る
べ
き
。

　

志
岐
ダ
ム
堰
堤
は
県
道
が
供
用
さ
れ

て
い
る
が
、
路
面
に
は
亀
甲
状
の
ク
ラ

ッ
ク
が
見
ら
れ
る
現
地
を
確
認
し
適
切

な
対
応
を
す
べ
き
。

　
　
　

こ
こ
数
年
、
地
域
組
織
の
役
員

の
な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

女
性
の
会
に
お
い
て
は
、
志
岐
地
区

女
性
の
会
が
解
散
し
た
。
苓
北
町
に
お

け
る
女
性
の
会
は
、
富
岡
地
区
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
女
性
の
会
の
存
在
は
、

暮
ら
し
の
安
寧
に
つ
な
が
っ
て
い
る
気

が
す
る
。
会
長
に
な
る
人
が
い
な
い
、

若
い
人
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
こ
な

い
、
の
で〝
老
人
〞の
会
と
同
じ
、
会
長

と
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
会
合
へ
の
出
席

も
多
く
、
そ
の
度
に
身
嗜
み
も
整
え
て

出
席
、
も
う
大
変
だ
と
の
こ
と
。

　

町
の
方
で
、何
か
考
え
て
い
た
だ
き
、

３
地
区
の
女
性
の
会
を
復
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
尋
ね
る
。

　

老
人
会
会
長
も
同
様
な
気
が
す
る

が
、
志
岐
地
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
も
会

長
に
な
る
人
が
い
な
い
、
辞
め
た
い
、

だ
け
ど
、
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、

や
り
た
い
、
一
部
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
仲
間
で
、
組
織
を
作
っ
て
や
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
老
人
の
健
康
保
持
の

た
め
に
は
、
最
高
な
事
だ
と
思
う
。
月

例
会
で
も
、
１
５
０
人
位
は
集
ま
る
そ

う
だ
。
そ
の
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

会
長
も
大
変
で
あ
る
。
開
催
の
日
程
決

め
、
年
間
の
成
績
の
記
帳
、
こ
れ
ら
を

コ
ピ
ー
し
、
皆
に
配
布
し
て
い
る
と
聞

く
。
こ
れ
は
有
料
だ
と
も
聞
く
。
公
民

館
長
も
色
々
と
お
世
話
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
大
変
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

地
域
組
織
の
育
成
、
特
に
、
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
、
人
と
人
と
の
接
触
を
な
る
べ

く
避
け
る
こ
と
と
さ
れ
る
情
勢
下
に
お

け
る
「
町
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
か
尋
ね
る
。

◎
女
性
の
会
に
つ
い
て

　

３
地
区
に
お
い
て
、
公
民
館
長
が
中

心
と
な
り
女
性
の
会
復
活
に
向
け
、
検

討
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
町
の
社
会

教
育
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
女
性
の
会

を
含
め
た
社
会
教
育
団
体
の
育
成
支
援

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
老
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

　

現
在
33
ク
ラ
ブ
が
活
動
、
し
か
し
な

が
ら
複
数
の
行
政
区
に
係
る
老
人
ク
ラ

ブ
が
休
止
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
相
談
が
あ
っ
た

場
合
、
充
分
な
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

　

特
に
今
後
な
ら
れ
る
役
員
の
方
々
の

負
担
の
軽
減
が
で
き
な
い
か
、
そ
の
役

割
分
担
の
見
直
し
な
ど
を
含
め
、
老
人

ク
ラ
ブ
関
係
者
の
方
々
と
協
議
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
に
伴
う
学
校
教
育
に
つ
い
て

野田謙二
議員

問

問
①

問
②

問
③

町
長

町
長

町
長

問
④

教
育
長

町
長

教
育
長

倉田　明
議員

浜口雅英
議員

問問問

問

田嶋豊昭
議員

地
域
組
織
の
役
員
の
な
り
手
不
足
に
み
る

今
後
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

①
新
年
度
４
月
か
ら
の
納
税
状
況

②
地
域
が
輝
く
行
政
区
活
動
補
助
金

③
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
経
済
支
援
策

④
学
校
再
開
に
向
け
て

晴の日は草ボウボウ

雨が降ればご覧のとおり
どうにかしてください！！
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岸
壁
入
口
の
巨
大
な
侵
入
禁
止

防
護
柵
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た

と
思
う
が
、富
岡
港
の
景
観
を
阻
害
し
、

観
光
関
係
者
や
釣
り
愛
好
家
か
ら
撤
去

要
望
が
あ
っ
て
い
る
。
富
岡
港
船
客
待

合
所
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
港
オ
ア
シ

ス
の
指
定
を
受
け
、
毎
週
「
土
曜
み
な

と
市
」
が
開
催
さ
れ
地
元
の
皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
に
な
っ
て
お
り
、
岸
壁
か
ら

見
る
富
岡
城
や
巴
﨑
の
眺
望
は
大
変
素

晴
ら
し
く
富
岡
城
を
補
完
す
る
観
光
拠

点
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
岸
壁
は
、
地

元
の
み
な
ら
ず
町
外
の
人
達
も
家
族
連

れ
で
安
心
し
て
魚
釣
り
が
で
き
る
貴
重

な
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ

て
い
た
。
侵
入
禁
止
防
護
柵
の
設
置
目

的
及
び
岸
壁
の
利
用
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　

港
湾
管
理
者
の
熊
本
県
が
、
５

月
連
休
前
に
釣
り
等
自
粛
の
看
板
を
設

置
し
た
が
、
岸
壁
付
近
で
小
さ
な
子
供

連
れ
の
家
族
が
釣
り
等
を
す
る
姿
が
見

受
け
ら
れ
た
。
町
と
し
て
は
、
子
供
の

転
落
事
故
を
一
番
危
惧
し
て
お
り
、
県

に
事
故
防
止
等
の
安
全
対
策
を
要
望
し

た
と
こ
ろ
、
岸
壁
入
口
に
侵
入
禁
止
防

護
柵
が
設
置
さ
れ
た
も
の
。
人
命
が
第

一
と
考
え
、
当
面
の
間
現
状
の
ま
ま
使

用
禁
止
措
置
を
継
続
す
る
。

　
　
　

魚
釣
り
禁
止
の
岸
壁
侵
入
禁
止

防
護
柵
の
設
置
は
、
県
内
で
富
岡
港
の

み
。
侵
入
禁
止
防
護
柵
設
置
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
精
査
し
、
安
全
対

策
方
法
の
再
検
討
を
熊
本
県
と
協
議
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　

町
道
善
亀
線
の
地
滑
り
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
と
の
協
議
を
終
え
、
本

年
度
当
初
予
算
に
地
滑
り
災
害
復
旧
事

業
費
と
し
て
２
億
１
千
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
善
亀
線
は
、
昨
年
に
比
べ

特
段
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、
林
道

に
繋
が
る
下
和
久
登
線
は
い
た
る
と
こ

ろ
で
地
盤
沈
下
し
、
一
部
50
㎝
以
上
沈

下
し
て
い
る
。
地
域
住
民
は
、
梅
雨
時

期
の
集
中
豪
雨
や
台
風
時
の
大
雨
に
よ

り
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
、
下

流
の
中
村
地
区
ま
で
大
量
の
土
砂
が
押

し
寄
せ
る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
て
い

る
。
地
滑
り
災
害
復
旧
工
事
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
警
報
装
置
の
設
置
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　

今
年
２
月
の
熊
本
県
及
び
国
土

交
通
省
と
の
協
議
の
結
果
、
地
滑
り
範

囲
等
に
つ
い
て
承
諾
を
得
た
。
５
月
ま

で
に
県
及
び
国
と
対
策
工
法
等
の
詳
細

に
つ
い
て
協
議
を
経
て
、
６
月
に
災
害

査
定
を
受
検
す
る
予
定
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
国
の
緊
急
事
態
宣
言

等
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
と
の
協
議
が

困
難
と
な
り
、
復
旧
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
今
後
で
き
る
だ

け
早
く
国
と
協
議
を
行
い
、
地
滑
り
災

害
の
復
旧
を
進
め
る
予
定
。
警
報
装
置

は
、
昨
年
７
月
に
設
置
し
現
在
も
作
動

し
て
い
る
。

　
　
　

５
月
11
日
か
ら
来
庁
者
の
入
庁

制
限
と
検
温
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
感

染
拡
大
を
防
止
す
る
上
で
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
玄
関
先
で
の
業
務
は
、
天

候
が
い
い
日
ば
か
り
で
は
な
い
。
梅
雨

に
入
れ
ば
風
雨
の
強
い
日
、
ま
た
、
夏

に
な
れ
ば
非
常
に
高
温
下
で
の
業
務
に

な
り
熱
中
症
の
心
配
等
、
担
当
者
の
身

体
的
負
担
は
多
大
で
あ
る
と
推
測
す

る
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
対
策
の
両

面
か
ら
、
検
温
業
務
を
続
け
て
行
く
の

で
あ
れ
ば
、
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
自

動
検
温
器
）
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
？

　

ま
た
、
安
倍
首
相
は
第
２
次
補
正
予

算
に
、
自
治
体
向
け
臨
時
交
付
金
を
２

兆
円
増
額
す
る
と
明
言
さ
れ
た
。
新
た

な
支
援
策
を
期
待
す
る
が
町
の
考
え
を

問
う
。

　
　
　

町
と
し
て
も
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
は
庁
舎
管
理
及
び
安
全
性
等
で
必
要

で
あ
り
、
次
回
の
補
正
予
算
で
の
導
入

を
考
え
て
い
る
。
新
た
な
町
の
支
援
策

と
し
て
、①
町
内
各
事
業
所
で
使
え
る

地
域
振
興
券
（
一
人
３
千
円
）
を
全
町

民
に
配
布
す
る
。②
宿
泊
費
用
に
応
じ

て
一
人
２
千
円
ま
た
は
千
円
の
助
成
を

行
う
。
今
後
の
事
業
等
の
計
画
と
し
て

は
、
児
童
生
徒
へ
の
一
人
１
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
整
備
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
有

害
鳥
獣
駆
除
対
策
等
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　

今
年
度
５
月
25
日
苓
北
町
に

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
が
配
属
さ
れ

た
。
今
後
は
、
町
の
観
光
P
R
・
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
入
と
企
画
立
案
・
町

の
特
産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発
に
大

い
に
期
待
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
各
種
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
、
人
と
人
と
の
交
流
が
非
常
に

難
し
い
状
況
下
に
あ
る
。
新
規
採
用
と

な
っ
た
隊
員
に
対
し
、
こ
の
１
年
ど
の

よ
う
な
業
務
内
容
を
遂
行
し
て
行
か
れ

る
の
か
？
ま
た
、
新
た
な
観
光
協
会
と

の
関
係
性
は
？
地
域
商
社
立
ち
上
げ
に

つ
い
て
も
継
続
さ
れ
て
行
く
の
か
？

　
　
　

各
種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

町
の
情
報
発
信
や
活
性
化
支
援
を
行

い
、
特
産
品
等
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

及
び
商
品
開
発
な
ど
町
の
「
食
」
を
活

用
し
た
「
物
産
振
興
」
を
担
当
し
て
い

た
だ
く
。
観
光
協
会
と
の
関
係
性
は
、

苓
北
町
観
光
協
会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

等
で
四
季
折
々
の
最
新
情
報
を
発
信
し

柔
軟
な
発
想
と
経
験
を
活
か
し
て
地
域

お
こ
し
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。
ま

た
、
地
域
商
社
立
ち
上
げ
継
続
に
つ
い

て
は
、
事
務
の
専
任
職
員
と
連
携
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
３
年
間
の
交
付
金

事
業
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
苓
北
ブ

ラ
ン
ド
で
販
売
し
て
行
く
た
め
の
窓
口

と
な
る
地
域
商
社
的
な
機
能
を
持
っ
た

観
光
協
会
を
目
指
し
支
援
し
て
行
く
。

　
　
　

梅
雨
の
時
期
と
な
っ
た
。
感
染

症
対
策
と
し
て
、
避
難
所
で
の
３
密
回

避
が
必
至
で
あ
る
。
そ
の
対
応
が
、
従

来
の
あ
る
べ
き
姿
か
ら
、
大
き
な
変
化

を
迫
ら
れ
て
苦
心
す
る
自
治
体
と
報
道

が
さ
れ
て
い
る
、
災
害
規
模
に
よ
っ
て

は
、
収
容
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
て
車
で

の
避
難
が
可
能
な
方
は
、
総
合
セ
ン
タ

ー
、
旧
都
中
校
舎
等
公
共
施
設
を
有
効

利
用
し
分
散
化
の
検
討
を
す
べ
き
で
あ

る
。
避
難
所
で
は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
等

行
う
事
も
考
慮
し
た
職
員
の
配
置
も
必

要
。
感
染
症
を
恐
れ
て
避
難
を
躊
躇
さ

れ
な
い
よ
う
速
や
か
な
誘
導
を
促
す
こ

と
も
ま
た
必
要
と
考
え
る
。

　
　
　

避
難
所
に
お
け
る
検
温
な
ど
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
３
密
対
策
と
し
て
は
間

仕
切
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
の
補
正
を
今
回
の
予
算
に
計
上
し

た
。
近
隣
の
人
と
間
隔
と
る
必
要
が
あ

る
の
で
状
況
に
よ
っ
て
は
、
分
散
化
も

検
討
し
て
い
く
。
そ
の
他
避
難
時
の
周

知
に
つ
い
て
は
、
お
知
ら
せ
版
に
お
い

て
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

地
域
に
応
じ
た
経
済
支
援
と
し

て
自
治
体
に
対
し
交
付
さ
れ
た
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
予
定
額
と
今
後
の
充

当
事
業
等
の
計
画
を
。

　
　
　

臨
時
交
付
金
の
、
第
１
次
補
正

分
は
、
６
０
７
０
万
３
千
円
内
・
先
の

臨
時
議
会
で
議
決
さ
れ
た
事
業
に
充
当

し
残
り
は
、
補
正
第
３
号
に
計
上
し
て

い
る
第
２
次
補
正
分
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
の
国
会
審
議
等
を
経
て
通
知
さ

れ
る
の
で
現
時
点
で
は
判
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
新
た
な
支
援
制
度
を
見
極

め
つ
つ
第
２
次
交
付
額
も
考
慮
し
必
要

に
応
じ
た
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
　
　

今
後
第
２
次
交
付
金
額
決
定
後

早
期
の
施
策
充
当
も
大
切
で
あ
る
が
、

同
時
に
、
将
来
に
繋
が
る
支
援
策
に
充

当
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　
　
　

国
保
の
被
保
険
者
は
、
農
林
水

産
業
及
び
自
営
業
等
で
構
成
さ
れ
感
染

症
の
影
響
で
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

人
も
多
い
と
考
え
る
。
国
保
税
減
免
措

置
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。

　
　
　

減
免
措
置
に
つ
い
て
は
、
減
免

取
り
扱
い
要
綱
を
交
付
し
申
請
受
付
体

制
を
整
え
た
。
広
報
れ
い
ほ
く
６
月
号

で
も
周
知
を
行
う
。
ま
た
、
６
月
の
令

和
２
年
度
納
税
通
知
書
を
発
送
す
る
時

に
国
保
税
減
免
の
お
知
ら
せ
を
同
封
し

納
税
者
か
ら
の
納
税
相
談
に
対
応
す

る
。

　
　
　

申
請
受
付
体
制
も
す
で
に
整
え

周
知
に
つ
い
て
も
、
い
ち
早
く
手
続
き

を
取
る
等
感
謝
す
る
。
今
後
は
問
合
わ

せ
に
対
し
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
。

　
　
　

30
年
9
月
議
会
で
都
会
の
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
を
移
住
の
対
象
と
し
て
考

え
た
ら
と
提
案
を
し
た
。
町
長
の
答
弁

は
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
検
討

結
果
を
聞
き
た
い
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
で

も
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
と
っ
て
は
厳
し

く
明
日
食
べ
る
も
の
に
も
事
欠
い
て
い

る
と
悲
鳴
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と

り
親
家
庭
は
全
国
で
４
０
０
万
世
帯
も

あ
る
。
子
供
の
非
行
率
も
高
い
。
そ
ん

な
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
移
住
を
し
て
も

ら
う
こ
と
で
人
口
も
子
供
も
増
え
る
。

苓
北
町
は
病
院
介
護
施
設
等
女
性
が
働

く
と
こ
ろ
も
多
く
人
手
不
足
の
解
消
に

も
つ
な
が
る
。
本
気
で
移
住
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
方
々
が
移

住
後
に
仕
事
が
あ
る
か
と
い
う
の
が
重

要
で
あ
る
。
町
内
に
医
療
や
福
祉
施
設

が
多
く
あ
る
の
で
国
家
資
格
な
ど
お
持

ち
の
方
々
を
紹
介
し
た
い
。
移
住
後
し

っ
か
り
し
た
生
活
基
盤
の
中
で
生
活
で

き
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
移
住
施
策

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

職
業
紹
介
も
合
わ
せ
て
移
住
を

考
え
て
ほ
し
い
し
転
居
費
用
の
補
助
や

家
賃
補
助
な
ど
も
考
え
る
べ
き
だ
と
思

う
。

　
　
　

ま
ぐ
ろ
の
養
殖
は
期
待
で
き
る

状
況
で
は
な
い
と
思
う
の
で
鯖
の
養
殖

を
考
え
て
は
ど
う
か
。
唐
津
市
が
九
州

大
学
と
提
携
を
し
て
鯖
を
養
殖
し
唐
津

Q
鯖
と
し
て
１
匹
１
５
０
０
円
で
ブ
ラ

ン
ド
品
と
し
て
売
り
出
し
て
い
る
。
苓

北
町
は
唐
津
市
と
姉
妹
都
市
で
も
あ

る
。
ぜ
ひ
状
況
を
調
査
し
て
漁
業
の
活

性
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
　

唐
津
市
に
尋
ね
た
が
唐
津
市
が

５
億
８
千
万
円
で
整
備
を
し
養
殖
を
行

っ
て
い
る
。
魚
類
の
養
殖
に
は
多
額
の

費
用
が
か
か
る
。
今
後
唐
津
市
に
も
出

向
い
て
詳
し
く
尋
ね
て
研
究
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　
　

国
か
ら
の
第
１
次
補
正
で
都
道

府
県
へ
の
１
兆
円
の
う
ち
苓
北
町
に
は

６
０
７
０
万
円
が
交
付
さ
れ
た
が
ど
の

よ
う
な
使
い
方
を
す
る
の
か
。
町
独
自

の
支
援
と
し
て
例
え
ば
学
生
へ
の
支

援
。
奨
学
金
の
返
済
免
除
。
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
。
国
保
税
の
減
免
。
水
道

代
の
減
免
な
ど
な
ど
。
他
の
自
治
体
も

独
自
で
支
援
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
町

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　

町
内
事
業
者
の
事
業
継
続
と
経

営
の
安
定
。
町
民
の
生
活
の
下
支
え
の

た
め
一
人
3
千
円
の
振
興
券
を
全
町
民

へ
配
布
す
る
。
町
内
宿
泊
施
設
へ
の
宿

泊
助
成
事
業
も
実
施
す
る
。

山口利生
議員

髙戸幸雄
議員

野﨑幸洋
議員

石田みどり
議員

①
富
岡
港
船
客
待
合
所
横
の
岸
壁
侵
入
禁
止

　

防
護
柵
に
つ
い
て

②
町
道
善
亀
線
地
滑
り
対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
連

　

①
災
害
発
生
時
の
避
難
所
の
対
応
策
を

　

②
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
今
後
の
使
途
は

　

③
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
措
置
の
対
応
は

１　

移
住
定
住
を
進
め
る
た
め
に

２　

町
の
誘
致
企
業
に
つ
い
て

３　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
し
町
独
自
の
支
援
策
に

　
　

つ
い
て

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
と

　
　

苓
北
町
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て

２
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
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